
令和元年度/第３６回ビジネスプラン発表会の報告 

 

１．開催概要 

① 日時 ：令和２年２月５日(水)    13:30～18:00（開場 13:00） 

② 場所 ：ホテルグリーンタワー幕張４Ｆ「ロイヤルクレッセント」 

③ 次第 ：開会             13:30 

               ビジネスプラン発表会     13:40～15:20 

ビジネスプランの発表 

（ﾍﾞﾝﾁｬｰｽﾋﾟﾘｯﾂ賞受賞企業）  15:30～15:45 

特別講演            15:45～16:10 

表彰式・講評             16:20～16:40 

名刺交換・交流会         16:50～18:00 

④ 参加者：１０１名（名刺交換・交流会：７１名） 

 

２．開催内容 

●ビジネスプラン発表会  5 社、各 20 分（発表 15 分、質疑応答 5分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ：『スマートシティに向けた自転車運転の見守りサービス』 

発表者：代表取締役 福田 紘也 氏 

 

ビジネスプランの概要：              

   子供の自転車事故を減らすことを目的に、IoT デバイスとクラウドシステムの活用により自転車の

運転情報を見える化・分析し自転車の運転に対する安全・安心を提供する。 

  

 新規性 

  深刻化する子供の自転車事故の低減と保護者の不安の解消 

  子供）危険運転や危険場所に対するリアルタイムアラートで注意力を補うことによる安全の提供 

  保護者）子供の危険運転の見える化、危険地点の見える化、ドライブレコードなど、自転車の運転を 

      見守る手段を通じた安心の提供 

 市場性 

  スマートシティに適応した自転車の安全対策のためのデファクトスタンダードサービス 

 市場規模）スマートシティは 2022 年に国内 1兆円、自転車運転の見守りサービスは 442 億円 

  市場動向）歩行者の見守りサービスから自転車運転の見守りサービスへのトレンド変化の先読み 

  変化の根拠）自治体による自転車保険の義務化、国交省による自転車活用推進法の施行 

発表１：㈱イノビオット 

企業概要 

 ・住所（本社）：千葉市中央区中央 2-5-1 千葉中央ツインビル 2号館 

         7 階   

・代表取締役 ：福田 紘也 

・設立年月日 ：平成 30年 11 月 

・事業内容  ：子供向けプログラミングスクール運営等 

 



 成長性 

  全地域住民に対する自転車事故を低減するサービスへの発展 

 短期）自転車メーカーや自転車保険会社との協業による全国への普及 

  中期）基盤技術を転用した、自転車に乗るシニア向け運動能力の見守りサービスの提供 

   長期）スマートシティ関連のモビリティやヘルスケア領域のサービスに対するデータ販売 

 優位性 

  ユーザーエクスペリエンスを重視したサービス開発・技術開発 

   サービス開発）子供と保護者の視点でデザインした日常で使いたくなるサービスの開発 

   技術開発）LPWA を活用した自転車 IoT システムの開発と知財権利化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ：『花卉を通じて共通価値の創造を図る～世界で 1番花普及率が高い国へする為の施策～』 

発表者：取締役 椎名 輝 氏 

 

ビジネスプランの概要：              

  異業種が花卉を販売し利益を得られるビジネスモデル特許。 

 

 市場性 

  対象は全国の異業種法人、また個人消費者。海外への展開も可能である。 

 成長性 

  販売対象者が非常に広く、オールマイティーに販売できる花卉だからこその成長性。 

 優位性 

  他にない社会と学校と家庭を繋げるＣＳＶ構造。またビジネスモデル特許での独占販売スタイル。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表２：㈲椎名洋ラン園 

企業概要 

 ・住所（本社）：千葉県旭市井戸野 3665   

    （支店）：東京都港区南青山 6-7-5 ドミール南青山 1F 

・代表取締役 ：椎名 正剛 

・設立年月日 ：平成 10年 

・事業内容  ：ミディ、マイクロ胡蝶蘭の栽培、販売、卸 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ：『社会のライフラインを繋ぐ燃料備蓄タンクメーカーとして、新たな変革を目指す 100 

      年企業の取り組み！』 

発表者：代表取締役 塚本 恭夫 氏 

 

ビジネスプランの概要： 

   主に災害時に電力の確保が最も重要な施設（医療施設・老人ホーム・避難所・学校・公的機関・ 

  銀行の支店等）に対し、コンパクト・免振機能付き、屋上に設置可能な「非常用発電機用 石油燃料

タンク」を、石油の卸売業で長年培った経営資源（人脈・資金力・信用力・設備）を活用し、代理店

制度を構築して、全国に販売する。 

 

 新規性 

  全国初の免振機能付き、コンパクト設計（防油提一体型）、発明特許取得・意匠登録・商標出願中 

 市場性 

  セコムの厳しい基準をクリア 

 成長性 

  独自ブランドを立ち上げ、営業体制を強化 

 優位性 

  従来とは全く異なる美しいデザイン、安全性を考慮した二重殻構造、オールステンレス製による高い 

  耐久性、簡単なメンテナンス・手軽に移動可能、老舗企業の信用力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表３：㈱塚本 

企業概要 

 ・住所（本社）：千葉県千葉市中央区新田町 16 番 7 号   

    （支店）：千葉県船橋市湊町 3丁目 16番 1 号 

         千葉県松戸市大橋 157 番 1号 

・代表取締役 ：塚本 恭夫 

・設立年月日 ：昭和 16年 11 月 

・事業内容  ：１．石油製品のガソリンスタンド・工場・船舶 

   建設現場・農場等への販売 

                 ２．不動産賃貸業  

  ３．太陽光発電所建設会社への投資 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ：『難治性神経筋疾患患者の社会復帰を可能にする革新的医薬の開発とその製薬化事業』 

発表者：代表取締役 矢野 隆光 氏 

 

ビジネスプランの概要： 

① 我々が事業として製品化を進めようとしているのは、特にミトコンドリア病、デュシェンヌ型筋ジストロフ

ィーと呼ばれる、遺伝子異常によって引き起こされる神経・筋肉の難病に対する治療薬として研究開発し、既

に国際特許などを取得した分子化合物である。 

 

② これらの難病に対する根本的な治療薬はなく、我々が開発し国際特許を得た分子化合物は遺伝子に直接働き

かけ、誤った遺伝情報を正常化する革新的な治療物質である。 

 

③ 我々の新薬が医療の場で使われるようになれば、患者様が自立して生活出来るまで生活の質を大幅に回復さ

せることが可能である。そして患者様や患者様のご家族を、この難病の悲惨さや大変な介護から解放し、これ

らの難病の患者様を取り巻く社会支援のあり方をより良いものへ変えることが期待出来る。 

 

④ この様な根本的な治療効果を持つ新薬を提供することで、寝たきりの患者様の真の社会復帰を実現し、より

活動的な人生を取り戻し、社会でより高次の「生きがい」や「生きる意味」を見つけられる医療を提供するこ

とで、患者様ご家族の介護問題や患者様に対する社会蔑視の問題の解決を解決することが可能である。 

 

⑤ 現在まで報告されているミトコンドリア病の有効性の有ると期待されている薬剤は、全て対処療法に留まっ

ており、当該薬剤（商品）はそれらと一線を画す。このため、ミトコンドリア病のターゲット市場では目下、

当該治療物質に匹敵する治療効果を持つ薬剤が存在しない。代表者が開発に成功した薬剤は、根本的な治癒

をもたらす治療薬と成り得るもので、治療を本治療薬で一本化しても、すべての症状を抑えることが出来る。

その為、ミトコンドリア病の患者自身や医療従事者に取っても負担が少なく、他社の対症療法に留まる様な

医薬品は使用されなくなるであろう。その為、市場に出ても、強い競争力を維持できる治療物質である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表４：㈱Triplex Therapeutics 

企業概要 

 ・住所：千葉市美浜区中瀬 1-3 幕張テクノガーデン CB棟３階 MBP 

・代表取締役 ：矢野 隆光 

・設立年月日 ：2016 年 11 月 14 日 

・事業内容  ：ミトコンドリア病、デュシェンヌ型筋ジストロフィ 

       ーなどの難治性遺伝子疾患に対する治療用分子化合 

       物の開発研究と製薬化事業 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 テーマ：『サーフィン業界初のサブスクリプションサービスとＥＣによるグローバル進出』 

発表者：代表取締役 舟橋 大吾 氏 

 

ビジネスプランの概要： 

   来年の東京2020オリンピックで初めて正式種目となり注目度が高まることから、需要増加を見込み、

既存のサーフィンスクール事業を強化し、40代～60代の経済的にゆとりのある層(近隣飲食店経営者、

東京のビジネスマン・経営者)をターゲットにした「プレミアム・サーフィンスクール」を開始し、 

  1,優良顧客の囲い込み、2,世界展開するECウェットスーツ販売事業とのシナジー、3,スクール事業の売

上増による利益率向上を目指します。  

 

強み 

・日本有数のサーフスポットが点在する千葉の海は、オリンピック種目サーフィンの開催地でもある事

により世界から注目されている。 

・弊社のウェットスーツの開発製造技術は、今最も世界から注目されています。  

新規性 

・サーフィン業界初となるサブスクリプションサービス  

・不可能とされてきたインターネットでのウェットスーツ販売  

市場性 

近年、サーフィン人口は増加傾向にあり国内の参加人口は200万人。うち競技人口は20万人とされて

います。当社の売上高も創業時の1.5倍に増加しています。 

成長性・優位性 

来年開催の東京2020オリンピック・パラリンピックから、さらにサーフィン愛好者が増えるきっかけ

になると期待されます。 

  

発表５：㈱ネクストレベル 

企業概要 

 ・住所：千葉県勝浦市部原 1951-8 

・代表取締役 ：舟橋 大吾 

・設立年月日 ：2014 年 2 月 

・事業内容  ：ウェットスーツ製造販売  



●ビジネスプランの発表（ベンチャースピリッツ賞受賞企業） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テーマ：『健康こどもプロジェクト～こども整体の全国普及の実現～』 

発表者：代表取締役 氏原 大貴 氏 

 

ビジネスプランの概要： 

① 子供のカラダの悩みを相談できる場所・環境が全国的に極めて少ない。 

② 子供の整体にフォーカスしている同業は千葉県内に１つも存在しない。 

③ 院への集客だけでなく、行政・保育園・幼稚園・小学校などとの連携が可能 

④ １対１のサービスだけでなく、１対多人数での体操教室などの提供も可能 

⑤ 直営店舗の展開に合わせて、フランチャイズ展開を行っていく。 

 

 

●特別講演 

スピーカー：㈱Smart119 代表取締役 中田 孝明 氏 

講演テーマ：Smart119－医療現場イノベーション－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講演要旨： 

 ・救急出動件数は増加傾向 

 ・効率化・最適化が必要な日本全国共通の社会的課題 

 ・現状のアナログ・リレー方式では、情報が制限され、たらい回しの要因となっている。 

 ・Smart119 は、「より早く・より正しく」をコンセプトとする、未来型救急医療情報サービスである。 

・音声入力の導入により、8割の時間短縮と 91.6%の変換精度が実現される。 

・ＡＩの導入により、脳卒中・急性心筋梗塞の高精度な診断予測も可能である。 

・今後の展開としては、本年から来年にかけて、千葉市での試験運用を本運用に発展させ、さらに他の自 

 治体へ拡販していく予定である。 

 

 

企業概要 

 ・住所（本社）：千葉県柏市松葉町 7-25-2 

    （支店）：千葉県柏市北柏 3-3-7 田中ビル 101  

         北柏のぞみ整体院 

・代表取締役 ：氏原 大貴 

・設立年月日 ：2018 年 9 月 3 日 

・事業内容  ：整体サービスの提供  

ノゾミ㈱ 



●表彰式・講評 

         発表会終了後事業実施委員会にて審査を行い、次のとおＰり選定し表彰した。 

     

      ベンチャークラブちば大賞 ：㈱塚本 

         (副賞 賞金５０万円)  

    ★★ベンチャークラブちば準大賞：㈱Triplex Therapeutics 

         (副賞 賞金２０万円) 

  ★優秀賞(副賞 賞金 ５万円)：㈱イノビオット 

  ★優秀賞(副賞 賞金 ５万円)：㈲椎名洋ラン園 

     ★優秀賞(副賞 賞金 ５万円)：㈱ネクストレベル 

     ※ベンチャースピリッツ賞  ：ノゾミ㈱ 

     （副賞 大企業経営での経験と実績の豊富な複数のﾒﾝﾀｰによるﾒﾝﾀﾘﾝｸﾞの実施（無償）） 

       ※ベンチャースピリッツ賞については、2次審査において選定済み 

 

 

まとめとして、（公財）千葉県産業振興センター 新事業支援部 根本常務理事から受賞企業５

社の講評が行われ、最後に、受賞者等による記念撮影が行われた。 

また、一般参加者２４名からアンケートの回答が寄せられ、発表者に対するコメントおよび発

表会の運営などに関する意見を収集した。また審査員からも多くのコメントをいただき、参加者

アンケートの回答と併せて発表企業にフィードバックした。

 



●名刺交換会・交流会 

発表会後、名刺交換・交流会を開催し、発表内容に関する追加質問、意見交換の場を持った。

製品サンプル等を展示したブース（㈱イノビオット、㈲椎名洋ラン園、㈱塚本、㈱Triplex 

Therapeutics の４社が出展）を中心に人の輪ができ、来場者との活発な交流が行われた。 

 

千葉産業人クラブ／共催者あいさつ 

㈱野村證券千葉支店／祝辞・乾杯 

㈱塚本 代表取締役 塚本恭夫 氏 

／大賞受賞企業あいさつ 


